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　新聞やニュース番組には必ずスポーツコーナーがある

など、スポーツは人々にとって重要な文化活動の１つと

なっている。とりわけ、2019年ラグビーワールドカップ

での日本代表の活躍、延期になったものの東京オリン

ピック・パラリンピックの開催などを受けて、スポーツ

に対する社会的な関心はこれまで以上に高くなっている。

一方で、スポーツは、娯楽として楽しむだけでなく、健

康で文化的な生活を営む上でも重要な活動だ。国も「ス

ポーツ立国戦略」（2010年）を打ち出し、スポーツ基本

法（2011年）を制定した上で、スポーツを「する・観

る・支える（育てる）」人の育成に力を入れており、ス

ポーツの裾野が広がりつつある。

　こうした状況を受けて、体育・スポーツ系の学部・学

科も、研究領域が広がり、卒業後の進路も保健体育の教

員やスポーツ選手だけでなく、多様な進路をめざす学生

が増えている。

　そこで今回は、体育・スポーツ系の幅広い学びについ

て紹介する。最初に概説で学問領域のあらましと、大学

での学び方について解説し、次いでスポーツ医学、ス

ポーツ経営学、スポーツ心理学、スポーツ社会学の各研

究分野を紹介する。

  体育・
スポーツ系
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スポーツを多様な観点から捉え
学んだことを実践できる人を育成

「体育」「スポーツ」「健康」にわたる
幅広い領域を教育・研究

　体育は、知育、徳育と並ぶ柱として、古くから学校教

育などの中で取り組まれてきた。スポーツは、競技とし

ての運動から、遊戯や娯楽、さらには日々の健康づくり

のための運動までを総称するものである。体育・スポー

ツ系の学部・学科では、それらを全般的に扱う。

　「かつては体育の教育・研究が中心でしたが、次第にス

ポーツなどが加わり、最近では『健康』まで含めた幅広

い領域を研究対象としています。本学も日本語では体育

専門学群と称していますが、英語表記は『School�of�

Physical�Education,�Health�and�Sport�Sciences』とし

ています。文字通り、体育と健康、スポーツを含む広義

の体育を扱っています」と、筑波大学前体育専門学群長

の中川昭名誉教授は語る。

　体育・スポーツ系の学部・学科での教育・研究には、大

きく４つの領域がある。第１は「学校体育」だ。これが

狭義の体育であり、学校において子どもたちの身体の成

長を適切に促す教育の在り方の研究や、その実践方法の

開発などをめざしている。第２は「競技スポーツ」で、

競技者の競技力を向上させることを目的とし、どうした

ら強くなれるか、試合に勝てるかを、科学的に追究して

いく。第３は「生涯スポーツ」である。かつては社会体

育と呼ばれていた領域で、子どもから高齢者までを対象

に、学校以外の場でスポーツを享受できる社会をどう作

っていけばいいかを研究する。そして第４が「健康」だ。

　「健康分野は、もともと保健という名称で、学校体育の

中で健康に関する領域も扱っていましたが、現在では、学

校だけでなく、広く社会における健康問題も扱うように

なっています。医学も健康を扱っていますが、医学が

『病気』という状態を出発点にして、病気になったらどう

治療するか、病気にならないようにするはどうするかを

考えるのに対して、体育では、『運動』というポジティブ

な活動を通して健康を追究していくところに方向性の違

いがあります」（中川名誉教授）

　以下、４領域の代表的な研究内容と、最新のトピック

について紹介していく。

（１）学校体育
〜フェアプレイ精神やインクルーシブ教育も追究

　学校における体育科教育の在り方を追究する領域であ

り、教育学との関連が深い。そのため、どのような運動

や種目を小・中・高の各段階の教材として配置していけ

ば子どもの発達につながるのかを研究する「カリキュラ

ム論」や、体育科の教員の授業方法や授業評価を科学的

に考える「教授・学習指導論」などが、中心的な教育・

研究分野になる。

　なお、学校体育においては、身体の成長のみならず運

動を通して「情意」を育むこともめざしている。そのた

め、「フェアプレイ精神」を涵養することにも力が置かれ

ている。他人と協働して成し遂げる喜びや、倫理的な振

る舞いの大切さに重きをおくフェアプレイ精神は、社会

に出てから非常に重要にも関わらず、体育以外の教科で

教えることは難しい。学校体育は、こうした重要な側面

も担っている。

　「これに関連して、『スポーツ・インテグリティ』に関

する研究も盛んに行われるようになっています。インテ

グリティは『高潔性』という意味で、指導者の暴力やハ

ラスメント、ドーピング、八百長などスポーツの高潔性

を妨げるものをどう防いでいくのかを研究する分野です。

とりわけ日本では、海外に比べて指導者の暴力が際立っ

て多いことが問題となっています。そして、若年期に暴

力的な指導を受けた人は、指導者になったときに同じよ

うに振る舞ってしまうことが統計的に明らかになってい

ます。そこで本学でも、幼児段階からスポーツ・インテ

グリティに関する高い意識を身につけさせるような教育

プログラムの開発をめざし研究を進めています」（中川名

誉教授）

　また、パラリンピックへの関心の高まりを受けて注目

筑波大学　体育専門学群　中川 昭 名誉教授・前学群長

概説
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されているのが、「アダプテッド体育・スポーツ」（障害

者体育・スポーツ）に関する研究だ。障害者と健常者が

一緒に学ぶ体育の授業など、インクルーシブ教育の在り

方を追究するほか、現在は健常者が指導者になっている

ことが多いパラスポーツ界で、いかに障害者の指導者を

育成していくかといったことも、研究課題として取り上

げられている。

（２）競技スポーツ
〜 ICTの活用が新たな研究分野に

　「競技力」向上をめざす領域で、競技パフォーマンス

を最大化するための科学的な「トレーニング」や「コン

ディショニング」「コーチング」などの在り方を追究して

いる。「トレーニング」には、競技種目ごとの「専門的ト

レーニング」と、体幹トレーニングなど全てに共通する

身体能力を高めるための「一般的トレーニング」があり、

いずれも理論と実践の両面から研究が行われている。「コ

ンディショニング」は、トレーニングで身につけた能力

を、試合当日に100%発揮するための方法を研究するも

ので、スポーツ医学や栄養学、心理学などの分野と連携

しながら、ピークパフォーマンスの達成をめざしていく。

「コーチング」は、トレーニングやコンディショニング

を包含し、どのようにチームやアスリートを指導してい

くかという、指導者の視点に立った研究だ。

　「競技スポーツ領域では、研究と実践を循環させていく

ことが大切です。本学ではこの循環を『文武合一』と呼

んでいます。競技経験は必須ではありませんが、実践も

伴うため、実際には研究者の多くは競技経験者です。走

り高跳びの日本記録保持者であり、競技力を高める方法

を論文にまとめ本学で博士号を取得した戸邉直人選手な

どは、その典型といえます」（中川名誉教授）

　競技スポーツの世界で、近年急速に進化しているのが

ICTを活用した競技パフォーマンスの数値化だ。対戦相

手の当日の状態やプレーの傾向を分析し、それを選手に

フィードバックしていくことで、試合を有利に展開する

ことをめざしている。その方法論を研究するのが「パフ

ォーマンスアナリシス」で、ICTの発達に伴って生まれ

た新しい研究分野として大きな注目を集めている。

　「球技の場合、これまでは監督やコーチが自分の経験を

もとに判断し、戦術などを指示することが多かったので

すが、現在は客観的なデータに基づいた指示に変わりつ

つあります。昨年、ワールドカップで盛り上がったラグ

ビーをはじめ多くの球技で導入されており、特にバレー

ボールでは、優秀なアナリストがいなければなかなか勝

てない状況になっています。テレビ中継で、監督がタブ

レットを片手に選手に指示を出している姿を見たことが

ある人も多いのではないでしょうか。今後は、データ分

析にAIが活用される可能性もあり、ますます発展してい

く研究分野といえます」（中川名誉教授）

（３）生涯スポーツ
〜学校を出た後の国民スポーツの在り方を考える

　この領域は、スポーツを生涯にわたって享受できるよ

うな環境を、社会的にどのように実現していくのかを研

究するもので、経営学や政策学的なアプローチが中心に

なる。例えば、地域のスポーツクラブを日本で根付かせ

るには、どのような条件が必要なのか、どのようなマネ

ジメントが有効なのかを調べたり、スポーツ振興に関す

る政策を海外と比較したりするような研究だ。幼児や高

齢者の体操や運動をどのように振興するのか、といった

研究もある。

　近年、日本で課題となっているのが、運動部活動の在

り方の研究だ。ヨーロッパでは体育の授業以外のスポー

ツは地域のスポーツクラブで行うスタイルが定着してい

る。施設も指導者もクラブにいて、学校以外でスポーツ

を楽しむ環境になっている。アメリカは日本と同様に学

校の運動部が盛んだが、活動期間や一日あたりの活動時

間が厳しく制限されており、日本と比べて教員の負担が

大きくない。

　「部活動の指導を行う教員の負担軽減の目的などもあ

って、日本でも1990年代後半から総合型地域スポーツ

クラブ（p58参照）などへ移行しようとしましたが、あ

まり広がっていないのが現状です。学校以外の場所で、

あるいは学校を卒業した後、国民がどのような形でスポ

ーツを楽しめばいいのか、モデルケースを模索する研究

が行われています」（中川名誉教授）

（４）健康
〜健康を増進させるための最適な運動処方を探究

　健康に関する研究は、多くの学問領域で行われている

が、体育・スポーツ系では運動と健康の関係を追究する

研究が多い。生活習慣病や認知症の予防は、医学でも研

究されているが、どのような運動が予防につながるのか

といった観点からアプローチしていくのが、体育・スポ
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られている。今後、ますます発展が期待される分野である。

授業科目の８割は座学が占める
支える（育てる）人をめざす学生も増加

　体育・スポーツ系における学びは、これら４領域が中

心だ。多くの大学のカリキュラムは、各領域の基礎的な

内容を学習して体育・スポーツに関わる全体像を把握し

た上で、自分の専攻を決め、研究室に所属して専門の研

究を行う。

　筑波大学体育専門学群の場合は、専門分野を、スポー

ツや運動、健康について、主に歴史学や哲学など、人文・

社会科学的なアプローチで探究していく「体育・スポー

ツ学分野」、主に生理学や生体力学、栄養学など自然科学

的なアプローチをとる「健康体力学分野」、そして実践科

学的なアプローチをとる「コーチング学分野」の３分野

に整理している＜資料＞。ここで、注意したいのは、体
育・スポーツ系は、実技や実習ばかりをする学部・学科

ではないという点だ。

　「本学群では、授業科目の８割は座学で、実技・実習は

２割程度です。実技科目・実習科目も、好きな競技を練

習することではなく、競技の指導法や、専門外の種目の

基礎的な技能を向上させたり、テーピングやマッサージ

などの技術を身につけたりすることが目的です。

ーツ系の特徴である。

　例えばランニングが健康にい

いとすると、どのような状態の

人が、どれくらいのペースで、

どのような走り方をすれば健康

の増進につながるのかを追究し、

運動処方（注）を作成する方法を

研究する。このほか、学校体育

の領域と連携しながら、保健体

育科における保健の授業をどう

組み立てていけばいいのかにつ

いて研究するのも、この領域だ。

　東京2020オリンピック・パ

ラリンピックの招致が決まって

からは、スポーツ関連予算が競

技スポーツ分野の研究に集中的

に与えられてきたが、開催後は

健康分野に焦点が移るとも考え

　また、本学群では、課外活動である運動部の活動も教

育の一環として力を入れています。学生の９割は運動部

に所属し、教員やコーチ、トレーナーの助言も得ながら、

自分の専門実技は運動部で高めていきます。なお、近年

は選手としてではなく、コーチやトレーナーやアナリス

トとして運動部に関わりたいと考える学生も増えてきま

した。そこで、『学生コーチ』や『学生トレーナー』を

置く運動部もあります」（中川名誉教授）

　進路に関しては、かつては保健体育教員をめざす学生

の割合が高かったが、近年は幅広い分野に就職している

（詳細はｐ64参照）。筑波大学体育専門学群では、「Ａ：

教員」「Ｂ：公務員」「Ｃ：コーチ」「Ｄ：ビジネス」の４

つの履修モデルコースを設定し、幅広い進路希望に対応

している。

　「スポーツは、人々に感動を伝えたり、人々の健康に寄

与したりと、直接的・間接的に人と関わることが多い分

野です。2010年に閣議決定されたスポーツ立国戦略にお

いて、『する人』『観る人』『支える（育てる）人』の３つ

が示されているように、スポーツにはさまざまな関わり

方がありますから、高い競技力を持った人はもちろん、そ

うでない人でも、『人と関わりたい』『社会に良い影響を

与えたい』という志を持っている人に、ぜひ来てほしい

と願っています」（中川名誉教授）

＜資料＞筑波大学体育専門学群授業科目の構成（抜粋）

（注）運動処方：健康づくりや体力向上のための運動について、種類、強度、持続時間、頻度などを決めること。

専門基礎科目　体育・スポーツ科学の基礎的理論と各種運動の基礎的技能を幅広く習得する科目

体育・スポーツ学分野
体育・スポーツを主として人文・社会科学的方法を用いて教育・研究する文系の分野
体育・スポーツ学、体育哲学、体育・スポーツ史、武道学、スポーツ社会学、体育・スポー
ツ経営学、スポーツ政策学、体育・スポーツ心理学

コーチング学分野
スポーツ・運動の種目特性や運動方法および指導方法について教育・研究する分野
運動学、一般コーチング学、一般トレーニング学、個別コーチング学、個別トレーニング学

健康体力学分野
スポーツ・運動・健康について、主として自然科学的方法を用いて教育・研究する理系分野
解剖学、生理学、運動生理学、運動生化学、運動栄養学、体力学、スポーツバイオメカニクス、
健康増進学、体育測定評価学、スポーツ医学、衛生・公衆衛生学、健康教育学、学校保健学

実技理論・実習
各種運動種目の基礎的技能と理論を学ぶ科目群
各種運動群から８種目以上を選択、テーピング・マッサージ

専門科目 興味関心・能力適性に応じて選択し、重点的に専門性を高めるための科目

体育・スポーツの職業領域で活用さ
れる実践的な知識・技能を習得する
科目群

10単位

キャリア支援科目
体育学を構成する個別専門諸学
の専門知識を発展的に学習する
科目群

10単位

分野別専門科目
選択した研究領域の最新の知見
や研究方法を習得する演習・実
習型科目

14単位

卒業研究領域科目
専門とする運動種目の実技力と指
導力のレベルアップを目的とする
科目群

3単位

実技系科目

専　門　科　目基 礎 科 目

総合科目
外国語
情報処理
国語

専 門 基 礎 科 目

約 50単位

約30単位

約 40単位

8単位

体育学を専門的に学ぶ全ての学生に必要な最低限の基礎的知識

体育・スポーツ学関連科目
コーチング学関連科目
健康体力学関連科目
実技理論・実習

１
年

２
年

３
年

４
年

教
　  

職
　  

科
　  

目

（筑波大学体育専門学群ホームページより）
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注目の学部・学科

たものである。競技としてのスポーツだけでなく、自ら
が楽しむためのものや健康づくりを目的としたものまで、
スポーツのニーズは多様化している。こうした状況を受
けて、スポーツ・健康系の研究領域は広がっており、学
部・学科の新設・改組の動きも活発になっている。

国公立大、私立大とも倍率はダウン傾向

　＜図表２＞は、スポーツ・健康系の志願者数と倍率
（志願者数÷合格者数）の推移である。国公立大前期日
程では、志願者数は2016年度の1,413人をピークに
1,300人前後で推移してきた。倍率は3.5倍前後でアッ
プダウンを繰り返しており、2020年度入試は過去10年
で最も低い倍率となった。一方、私立大では学部・学科
の新設が相次いでいることもあり、志願者数が大きく増
加している。一般入試の倍率は４倍台で推移してきたが、
2020年度入試は3.8倍と大きくダウンした。今春は私
立大全体でも合格者数増加に伴い倍率がダウンしており、
スポーツ・健康系でも同様の傾向となった。

学部・学科新設の動きが活発

　＜図表１＞は主な大学において2010年度以降に新
設・改組されたスポーツ・健康系の学部・学科をまとめ

＜図表１＞2010年度以降に新設・改組された主な大学の
　　　　　スポーツ・健康系学部・学科

　体育・スポーツ系の学問は、体育、スポーツ、健康といった名称を持つ学部・学科で学ぶのが一般的
だが、国立大では教育学部などでも学べる場合がある。ここでは、河合塾の分類で「スポーツ・健康」
に該当する国公立大６校、私立大85校について、近年の志願動向や入試科目の特徴について紹介する。
なお、本誌では原稿執筆段階で2021年度入試の概要を公表していない大学があるため、2020年度入
試の内容で記載している。

＜図表２＞スポーツ・健康系　志願者数・倍率の推移

＜図表３＞スポーツ・健康系　国公立大の入試科目

※５月22日現在、河合塾調べ

※募集区分・試験科目は2020年度入試のもの

※５月22日現在、河合塾調べ

（千人）国公立大（前期日程） 私立大（一般入試）

1.28 1.20 1.18 1.35 1.40 1.41 1.34 1.17 1.24 1.18
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志願者数 倍率（志願者÷合格者） 志願者数 倍率（志願者÷合格者） 

入試情報

設置年度 大学・学部

2010
早稲田（スポーツ科学－スポーツ科学） 
立命館（スポーツ健康科学） 
関西（人間健康）

2011
愛知（地域政策－健康･スポーツ） 
中京（スポーツ科学） 
武庫川女子（健康･スポーツ科学）

2014 奈良女子（生活環境－心身健康）

2016 愛媛（社会共創－地域－スポーツ健康） 
日本（スポーツ科学－競技スポーツ）

2017 日本体育（スポーツ文化）
京都産業（現代社会－健康スポーツ社会）

2018 日本体育（スポーツマネジメント）
九州産業（人間科学－スポーツ健康科学）

2020 日本女子体育（体育）

大学 学部 学科 日程 センター試験科目 ２次試験科目

福島 人文社会
人間－スポーツ健康科学 前期 4－4 【英、数、国】（理、地公→１） 【実】
Ｃ系 後期 選択型 【英、数２、国】（理２、地公２→３） 【小】

筑波 体育 前期 5－5 【英、数、国、理、地公】 【実、保健体育に関する論述試験】

奈良女子 生活環境 心身健康
前期 選択型 【英、数２、国】（理２、地公２→３） 【英】（数、国、理→１）
後期 選択型 【英、数２、国】（理２、地公２→３） 【面】

愛媛 社会共創 地域－スポーツ健康マネジメント 前期 3－3 【英、国】（数、理、地公→１） 【面、実】

鹿屋体育 体育
スポーツ総合 前期 3－3 【英】（数、国→１）（理、地公→１） 【面、実】
武道 前期 3－3 【英】（数、国→１）（理、地公→１） 【面、実】

名桜 人間健康
スポーツ健康（論文型） 前期 3－3 【英、国】（数、理、地公→１） 【小、面】
スポーツ健康（スポーツ型） 前期 3－3 【英、国】（数、理、地公→１） 【面、実】
スポーツ健康 後期 3－3 【英、国】（数、理、地公→１） 【面】
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＜図表４＞スポーツ・健康系　私立大の入試科目

２教科とする大学が主流である。なお、立教大や立命館
大など一部の大学では５教科を課しているが、少ない教
科・科目数で受験できる方式もあり、必ずしも５教科の
準備の必要はない。

入試難易度
国公立大・私立大とも幅広く分布

　最後にスポーツ・健康系の入試難易度についてみてみ
よう。ボーダー得点率は55～78％まで幅広く分布して
いる。前期日程で最も得点率が高いのは筑波大で76％、
後期日程は奈良女子大の78％となっている。
　私立大の難易度は偏差値65.0 ～ 40.0未満まで、幅広
い難易度帯に広がる。＜図表５＞は、主な大学の一般方
式の2020年度入試の難易度を表にしたものである。最
も難易度が高いのは早稲田大（スポーツ科学）で、ボー
ダー偏差値は65.0となっている。次に同志社大（スポー
ツ健康－スポーツ健康科学全学部日程文系）、法政大（ス
ポーツ健康－スポーツ健康Ａ方式）、立教大（コミュニテ
ィ－スポーツウエルネス個別日程）が続く。

国公立大　センター試験は３科目での受験が可能
２次試験は実技必須の大学が目立つ

　次に国公立大の入試科目をみていこう。＜図表３＞は
国公立大の入試科目をまとめたもの。センター試験で７
科目を課すのは２大学のみで、愛媛大、鹿屋体育大、名
桜大は３科目で受験できる。
　２次試験については、前期日程は実技を課す大学が多
く、実技の配点割合も高いのが特徴だ。奈良女子大は実
技を課さず、学科試験２教科を課す。一方、後期日程で
は学科試験を課す大学はなく、小論文または面接を課す。

私立大は一般方式・センター方式とも
２～３教科が主流

　続いて、私立大の入試科目の特徴をみていこう。＜図
表４＞は私立大の必要教科・科目数を方式別に集計した
ものである。一般方式では、２教科型が全大学の半数、
３教科型が約３割を占めている。４教科を課すのは東洋
大（ライフデザイン－健康スポーツ）と金沢学院大（人
間健康－スポーツ健康ＫＧスカラシップ）の２大学だが、
両大学とも３教科方式も設けており、募集人員も大半が
３教科方式である。２教科を課す大学では英語、国語の
２教科を必須とするパターンが多い。３教科を課す大学
の多くは英語と国語が必須で、数学または地歴・公民か
ら１科目選択という私立大文系型の一般的な科目を課し
ている。なお、国公立大とは異なり、実技を必須で課す
大学は少なく、全体の１割程度である。
　センター方式も一般方式と同様、３教科もしくは２教
科を課す方式が多く、全募集区分の約８割を占めている。
必要教科・科目は３教科の場合、英語と国語が必須で、
数学・理科・地歴・公民から１科目選択というパターン
が最も多い。２教科の場合は英語もしくは国語を含んだ

※主な大学の難易度を抜粋、各大学ともメインとなる入試方式の難易度を表す
※偏差値は2020年度入試のもの

センター方式一般方式

3教科
27%

1教科
12%

 
5教科
5%

６教科
0%

選択型
0%

4教科
7%

3教科
38%

2教科
41%

1教科
9%

2教科
56%

教科なし
4% 

4教科
1%

※2020年度入試（１期）の教科・科目数を集計
　科目パターンが複数ある場合はそれぞれで集計

偏差値 大学（学部－学科）

65.0 早稲田（スポーツ科学－スポーツ科学）

60.0 同志社（スポーツ健康－スポーツ健康科学全学部日程文系）

57.5
法政（スポーツ健康－スポーツ健康Ａ方式） 
立教（コミュニティ－スポーツウエルネス個別日程）

55.0
國學院（人間開発－健康体育Ａ日程３教科） 
立命館（スポーツ健康－スポーツ健康科学全学統一文系） 
関西（人間健康－人間健康学部個別３教科）

52.5 京都産業（現代社会－健康スポーツ社会３科目型）

50.0

順天堂（スポーツ健康－スポーツ科学） 
大東文化（スポーツ健康－スポーツ科学一般） 
東洋（ライフデザイン－健康スポーツ前期３教科②） 
日本（文理－体育Ａ方式第１期） 
日本女子体育（体育－ダンスＡ方式） 
福井工業（スポーツ健康－スポーツ健康科学） 
中京（スポーツ科学－競技スポーツ科学前期Ａ３教科型） 
追手門学院（社会－スポーツ文化学前期３教科型）

47.5

国士舘（体育－体育前期） 
帝京平成（現代ライフ－経営－トレーナー・スポーツ経営） 
東海（体育－競技スポーツ一般） 
日本体育（体育－体育全学統一日程） 
愛知（地域政策－健康・スポーツ前期） 
武庫川女子（健康スポーツ－健康・スポーツ科学Ａ２科目型） 
広島国際（健康スポーツ－健康スポーツ前期）

45.0

育英（教育－スポーツ教育） 
至学館（健康科学－健康スポーツ科学２科目型） 
名古屋学院（スポーツ健康－スポーツ健康前期３教科型） 
大阪国際（人間科学－スポーツ行動ＡＢ日程） 
流通科学（人間社会－人間健康前中期２科目型） 
福岡（スポーツ科学－スポーツ科学前期実技型）

＜図表５＞スポーツ・健康系　私立大一般方式ボーダー偏差値
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スポーツの問題や医学の問題を
さまざまな専門家と
協力しながら解決する

　スポーツ医学という分野があるこ

とは、よく知られていますが、明確

に定義することはなかなか困難で

す。スポーツの専門家、医師、コメ

ディカルと呼ばれる医療専門職の

人々などがさまざまな形で関わり、

競技力向上から、けがや故障の予防

と治療、健康教育までも含めた非常

に幅広い学問分野だからです。私自

身は、「スポーツと医学のいいところ

を組み合わせて、より良い取り組み

や仕組みを考えていく学問分野」だ

と捉えています。

　スポーツ医学には、（１）スポーツ

の世界で起きている問題を医学的な

手法や知見で解決する側面と、（２）

医学的な問題をスポーツの特徴を生

かして解決していく側面があります。

　（１）の例としては、スポーツチー

ムへのメディカルサポートがありま

す。順天堂大学スポーツ健康科学部

と医学部は、プロ野球の千葉ロッテ

マリーンズの選手のメディカルチェ

ックや体力測定などを担当し、年間

を通じて高いパフォーマンスを発揮

できるように支援しています。私も

今年度の新入団選手の、膝や肩関節

の筋力測定などに携わりました。

2019年ラグビーワールドカップで

日本代表が大躍進した背景にも、充

実したメディカルサポートがあった

と言われています。また、「競技スポ

ーツ」でない「レクリエーションス

ポーツ」の場合も、健康を阻害しな

いでスポーツを楽しむ方法を医学的

に考えることが重要なテーマです。

　（２）の例としては、例えば子ども

の体力低下という問題に対して、ど

のような運動・スポーツをどの年齢

でどのように取り組んだら、体力低

下を防ぐことができるかといった研

究が挙げられます。また、高齢者の

ロコモティブシンドローム（注１）を防

ぐために、どのような運動をすれば

いいのか、運動ができなくなった場

合にどのようなサポートをすればい

いのかなどを考えるのもスポーツ医

学の役割です。

　なお、スポーツ医学は「野球」「サ

ッカー」「テニス」のように競技別

の研究もありますが、研究者はその

競技の経験者である必要はありませ

ん。その競技を経験していないから

こそ、トレーニングの方法などに疑

問を持ち、客観的に分析することが

できる場合もあるのです。

「外傷・障害の予防」と
「競技力の向上」の
両面を考える
運動器系のスポーツ医学

　スポーツ医学の研究分野には、運

動器（骨、筋肉、関節、神経など）、

呼吸器（肺、気管など）、循環器（心

臓、血管など）と、運動に関わる器

官に着目した分野があります。

　私はこの中でも、運動器に軸足を

置いた研究を行っています。運動器

に関する研究では、「競技力の向上」

と「外傷・障害の予防」の両立が大

きな目標になります。競技スポーツ

でも、レクリエーションスポーツで

も、スポーツの楽しみの１つは勝つ

こと、あるいは自分の目標をクリア

することにあります。ですから、「競技

力の向上」のウエイトが高くなるの

は当然です。ただし、そのための練

習でけがや故障をしないように、「予

防」の視点も忘れてはいけません。

　スポーツ活動中に起こるけがや故

障には、さまざまなものがありま

す。あるスポーツ競技に特有のもの

もあれば、いろいろなスポーツに共

スポーツと医学の知見を融合し
競技力向上と健康維持・増進を追究
　スポーツや運動は、適度に楽しめば身体に良いことがよく知られてい
る。だが、スポーツにけがや故障が多いのも事実である。どうすれば、
けがや故障することなく競技力を向上させることができるのか。適度
に楽しむ場合の「適度」とはどの程度か。それらの疑問に医学的にアプ
ローチするのがスポーツ医学という学問分野だ。競技スポーツだけでな
く、レクリエーションとしての運動や高齢者の健康維持・増進まで含め
て幅広いテーマがある。

スポーツ医学 順天堂大学　スポーツ健康科学部

（注1）ロコモティブシンドローム：骨や関節、筋肉など運動器の衰えが原因で、「立つ」「歩く」といった機能（移動機能）が低下している状態のこと。
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通のものもあります。例えば野球の

投手に多くみられるけがや故障の場

合は、ピッチングという運動行為を

科学的に解析し、データを集めて分

析し、けがや故障を少なくするため

の方法を模索することになります。

また、膝の故障といった多くのスポ

ーツで起こりがちな問題は、膝関節

やその周囲にある筋肉などの働きを

詳細に分析し、故障しにくい力の発

揮や動きを模索するといったアプロ

ーチをとることになります。

野球の「肩を作る」の
メカニズムや
故障時のトレーニング方法を
科学的に探究

　スポーツ医学の研究の例として、

私の研究を２つ紹介します。１つ

は、「野球における最適な『肩を作

る』方法の科学的な検証」（科学研

究費助成事業（2019 ～ 2022））で

す。私は、大学までに陸上部やサッ

カー部に所属しており、野球の経験

や知識がほぼありませんでした。そ

のため、野球部の学生、特に投手が

よく言う「肩を作る」とは何をする

ことなのかがわかりませんでした。

　よく聞いてみると、「肩を作る」

は、シーズンオフなどに行う長期的

なトレーニングと、試合前に行うブ

ルペン（投球練習場）での投げ込み

などの短期的なウォーミングアップ

の２種類の意味で使われているよう

です。しかし、「肩を作る」ことにど

のような効果があるのか、筋肉の働

きや投球フォームがどのように変わ

るのかなどは、選手も感覚的に捉え

ているだけでした。それでは加減が

わからずに投げ込みを続け、調子を

崩したり、故障したりすることにつ

ながってしまいます。選手に「投球

練習を何球程度」や「筋肉がどのよ

うな状態になれば良い」と示すこと

が大切ですが、これらは指導者の経

験や選手自身の感覚に基づいて行わ

れることがほとんどです。

　そこで私は、超音波やMRIを使っ

て、「肩を作る」ことで筋肉の硬さ、

厚さ、水分量などがどのように変化

しているのかを測定するとともに、

試合前の練習と、試合中の投球数を

記録したりして、試合前の「肩を作

る」での、最適な投球量の実証をめ

ざして研究を始めました。

　その結果、試合や練習の前に行う

キャッチボールやブルペンでの投球

数が、試合中の投球数と同等もしく

はそれ以上に筋肉の硬さへ影響して

いることがわかりました。近年は試

合中の「球数制限」が話題になって

いますが、試合前の投球、特にキャ

ッチボール程度の軽い投球は、自分

が意識をしないと誰かが記録してく

れることはまずないでしょう。適正

値を出すまでには至っていません

が、投手自身が、練習時点からの総

投球数を自覚しながら「肩を作る」

ことが必要であるという知見が得ら

れました。

　もう１つは、筋力トレーニングの

研究です（注２）。現在あるトレーニン

グは、自分の意思で動けることが前

提になっていることが多いため、選

手が故障した時などにもできる筋力

トレーニングがあると良いと考えた

わけです。

　結果を簡単に言うと、脚への血流

を制限して血流を少なくした状態で

あれば、椅子に座って読書などをし

ている間に機械で膝を曲げ伸ばしす

るだけでも、筋力の増強効果が認め

られました。この成果は、高齢者の

ロコモティブシンドローム予防など

にもつながっていくと考えています。

　スポーツは巨大産業になってきて

おり、今後もスポーツの感動を多く

の人々がシェアする方向で発展して

いくはずです。日本では、スポーツ

を「する人、観る人、支える（育て

る）人」を育成するスポーツ立国戦

略を描いており、スポーツ医学は、

特に「支える人」の部分に大きくコ

ミットしています。スポーツをする

のが苦手でも観るのが好きなら支え

る人になれる可能性は十分にありま

す。先述の通り、競技を経験してい

ないからこそ見えるものもあります

から、体育・スポーツ系の学問に

は、さまざまな高校生に挑戦しても

らいたいです。

（注2）科学研究費助成事業「血流制限下で行う他動的膝関節伸展・屈曲運動による筋肥大および筋力増強効果」（2011 ～ 2013）
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注目の学部・学科

作
野 

誠
一 

教
授

組織の利益の追求だけでなく
スポーツを通じた人々の
豊かな生活の実現をめざす

　スポーツ経営学は、スポーツに関

わる経営やマネジメントを扱う学問

です。学問的な出発点は、学校体育

における施設管理などの在り方を研

究する「体育管理学」や「体育経営

学」などですが、その後スポーツの

範囲が拡大するにつれ、あらゆる体

育・スポーツ経営現象を対象とする

学問として発展してきました。

　「経営」というと、企業等の利益

を追求するようなイメージがあるか

もしれません。もちろん、スポーツ

経営学の研究対象には、スポーツク

ラブの経営やスポーツイベントの開

催などで組織の利益を追求すること

も含まれます。一方で、文化として

のスポーツの価値を伝え、人々に楽

しんでもらうことも重要です。です

から、スポーツ経営学の最終的な目

的は、スポーツに関わる組織や団体

の利益の最大化ではなく、「スポーツ

を通じて、人々の豊かな生活を実現

すること」にあるといえます。

　スポーツ経営学の研究テーマは、

「組織」と「事業」の組み合わせに

よって決まってくることが多いよう

です。スポーツに関わる組織には、

企業などの営利組織、学校や国など

の行政組織、NPO・NGOなどの非

営利組織があり、スポーツ事業にも、

スタジアムやアリーナなどの施設経

営、スポーツイベント・プログラム

の開催、クラブ・部活動の運営など

があります。このほか、国や自治体

のスポーツ政策も重要な研究テーマ

ですし、スポーツのマネジメントに

関わる人材育成なども大切な研究テ

ーマになっています。

　スポーツ経営学の中でも、私は

「スポーツ組織論」を専門としてい

ます。経営学の一分野である経営組

織論の考え方を、スポーツ組織に応

用する研究領域です。

　経営学では、組織が成立するため

には、「共通目標」「貢献意欲」「コミ

ュニケーション」の３要件が必要だ

と言われています。スポーツでは多

くの場合、共通目標は「勝つこと」や

「成績を上げること」など明確です。

そして目標に向けてメンバー全員の

貢献意欲をどう高め、指導者とメン

バーやメンバー間でどのようなコミ

ュニケーション環境を作ればよいの

かなど、さまざまな研究があります。

　この３つの要件は、プロスポーツ

やナショナルチームだけでなく、高

校生や大学生の部活動やサークルに

も同じように適用することができま

す。そのため私の授業では、これら

の要件をふまえて、学生に自分たち

の部活動やサークルが抱えている問

題点を分析し、解決策を考えさせる

ような問いかけをすることもありま

す＜資料＞。身近なテーマを分析す
ることによって、世の中のスポーツ

組織のことがよく見えてくるように

なるのです。

総合型地域スポーツクラブの
発展には地域の課題と
リンクさせることが必要

　私は学生時代から、スポーツクラ

ブに関心を持っています。人々とス

ポーツとの関わり方は「組織性」「継

続性」「合理性」の観点から評価す

ることができます。年に１回程度の

大会などのイベント型のスポーツは

「継続性」が欠けていますし、個人で

のスポーツジム通いは「組織性」に

乏しく、同好会型のスポーツでは指

導者を持たない場合も多く、正しい

指導が受けられず「合理性」に欠け

るなど、いずれかの観点が欠ける場

合もあるのですが、スポーツクラブ

はこれら３つの観点を全て兼ね備え

ています。その意味で人々のスポー

ツライフを充実させるには、スポー

ツクラブの存在は重要なのです。

　現在、日本のスポーツクラブ数は

部活動からオリンピックにいたるまで
スポーツに関わるマネジメントを学ぶ
　人々がスポーツを楽しむ、あるいは人々にスポーツを楽しんでもらうに
は、スポーツを行うチームや団体、その活動を支える組織などをうまくマ
ネジメントすることが必要になる。これは、学校の部活動にも、オリンピッ
ク・パラリンピックなどの世界的なメガスポーツイベントにも、国のスポ
ーツや健康に関する政策にも共通している。このようにスポーツ経営学は
スポーツに関わるあらゆる活動の運営や経営に関する学問であり、スポー
ツの普及と健康で豊かな生活づくりに大いに貢献している。

スポーツ経営学 早稲田大学　スポーツ科学部
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体育・スポーツ系第50回
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入
試
情
報

概
説

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

約30万（推計）とされ、数の上では

世界一です（スポーツ先進国とされ

るドイツは約９万）�。しかし、日本

の成人のクラブ加入率は15%程度�

で、ドイツの30%に遠く及びません。

その原因として、会員数が30人前後

の小規模なクラブが多く（ドイツは

約300人）、多くは単一種目である

こと、高校や大学の部活動・サーク

ルの仲間が集まって作ったクラブな

どのように、特定の人間関係の中で

運営され、それ以外の人が新規に参

加しにくいクラブが多いことなどが

挙げられています。こうした問題を

解決するため、ヨーロッパのクラブ

をモデルに、日本でも1990年代か

ら多種目・多目的・多世代型の「総

合型地域スポーツクラブ」が設立さ

れるようになりました。

　総合型地域スポーツクラブの例を

いくつか紹介しましょう。長野県下

伊那郡喬木村の「たかぎスポーツク

ラブ」は、会員500人くらいのクラブ

です。年齢層は子どもから高齢者ま

で幅広く、テニスとフットサルを中

心に、ダンスやヨガ、陸上競技、バ

ドミントンなどの活動を行っていま

す。定期的なクラブ活動のほか、競

技大会や講座なども開催し、近隣の

自治体からも参加者がいるようです。

スポーツだけでなく文化系の講座も

行ったり、子どもに勉強を教える場

ともなっていたりするなど、世代を

超えた多様な交流がなされています。

　所沢市総合型地域スポーツクラブ

は、ウォーキングや太極拳など15種

目あり、1,000人以上の会員がいま

す。活動場所として早稲田大学所沢

キャンパスのスポーツ施設などを利

用するほか、本学の関係者が指導や

運営に携わっています。このクラブの

ように、大学が運営に関わる総合型

地域スポーツクラブも増えています。

　現在、全国で約3,600の総合型地

域スポーツクラブが活動しています。

まだまだ数も少ないのですが、設立

しても継続できないクラブがあるこ

とも問題となっています。

　そこで私は、特に設立の過程に注

目して、うまくいっている総合型地

域スポーツクラブの特徴を探る研究

を行いました。その結果、リーダー

がしっかりしていることに加え、ク

ラブの設立と地域の課題が密接につ

ながっていることが大切であること

がわかりました。例えば、少子高齢

化が進み、高齢者の健康問題に本気

で取り組む必要がある、学校の部活

動の種類が減り、子どものスポーツ

の受け皿がないといった地域の問題

を、地域の人々が切実に感じたとき、

その解決策の１つとして総合型地域

スポーツクラブを作る強い動機が生

まれ、人々が動き出すわけです。

技術指導者としてだけでなく
教育者としての
部活動外部指導者の
在り方を追究

　もう一つ、私は学校の部活動の外

部指導者の在り方に関する研究も始

めています。働き方改革の要請もあ

って、導入が強く求められています

が、うまく活用できている例ばかり

ではなく、外部指導者による体罰や

ハラスメントなども問題になってい

ます。外部指導者は技術指導者とし

て期待されているようですが、学校

教育活動の一環として、部活動自体

を生徒の自発的な活動へと方向付け

ることができる教育者としての顔も

もつべきだと考えています。

　例えば、さいたま市のある総合型

地域スポーツクラブでは、近隣の中

学校と協力して部活動にアスレチッ

クトレーナーを派遣し、技術的な指

導をするだけでなく、中学生が自分

たちだけで科学的なトレーニングを

実施していける部活動の仕組みを作

ろうとしています。こうした外部指

導者の活用事例を集めて、全国に発

信していくことで、教員と生徒だけ

の部活動から、組織性・継続性・合

理性を備えた部活動へと転換してい

きたいと考えています。

　スポーツに興味がある高校生は、

スポーツを「する」ばかりではなく、

「なぜスポーツをするのか」「なぜス

ポーツに価値があるのか」「なぜみん

なが面白いと感じるのか」といった、

スポーツの本質に迫るテーマも考え

てみてください。自分なりの「スポ

ーツ観」を持った上で体育・スポー

ツ系の学部・学科に進学すれば、ス

ポーツについてさらに深く考えられ

るようになると思います。

＜資料＞組織マネジメントに相当する行動の例（部活動・サークル活動）
◦サークル（ダンス）で、ジャンルリーダーを務めていたのですが、最初はまさに人が集まっただけ

の集団でした。そこで練習後に一人一人にフィードバックを送ることと、ステージで観客にどんな
ものを見せたいか話し合うことを心がけたのですが、これはコミュニケーションと共通目的の要素
につながったと感じました。（コミュニケーション、共通目標）

◦高校時代、運動部のマネジャーでした。チームスポーツで勝つために、部員同士の考えや意見を共
有するのにノートをつくり、毎日部員間で回していました。言いにくいことも書けて練習記録も残
るのでよいチームマネジメントでした。（コミュニケーション）

◦部活でチーム全体が共通の目標に向かって活動できていなかったときに、全員でミーティングを行
い、目標の再確認と短期、中期、長期の目標を書いてもらいチームとして再スタートを切れるよう
に４年生で活動した。 （共通目標、貢献意欲）

◦部の副主将となり、今までになかった新しい取り組みをしています。まず月に1回、部員全員でディ
スカッションと部室そうじ。次に各学年に役割を与え、横のつながりを深めるように促すこと。最
後に練習の際、ボードに目標を書いて常に目標を意識させること。 （コミュニケーション、共通目標）

◦週に一度、部員全員と監督らで週予定の確認を行うミーティングがあったり、年に何回かＢＢＱや
食事会などの行事がある（コミュニケーション）。技能向上のためのミーティングや部内で委員等
の役割がある（貢献意欲）。またチーム目標を決め、合宿所のあらゆる場所に貼っておく（共通目標）。

（早稲田大学『スポーツ組織論』履修生コメントより抜粋）
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注目の学部・学科

田
中 

美
吏 

准
教
授

スポーツ選手の
競技力向上だけでなく
教育や健康づくりなどへの
貢献もめざす

　スポーツ心理学は、心理学の知見

を応用してスポーツに関わる心の動

きを分析し、問題解決を図る学問で

す。スポーツ科学の一分野として発

展してきた学問であり、体育・スポ

ーツ系の学部・学科に設置されるこ

とが多い一方、心理系の学部・学科

にはあまりないようです。

　スポーツ心理学の研究にはいくつ

かの柱があります。最も大きな柱は

（１）「スポーツ選手の競技力向上と
実力発揮のための心理学」としての
研究です。試合で感じる「プレッシ

ャー」の予防や対処方法に関する研

究や、野球やソフトボールの投球や

送球、ゴルフのパッティング（注１）な

ど、練習で自然にできていた動作が

精神的な原因で突然できなくなる

「イップス」の研究などがあります。

他にも、競技中の自分やチームメイ

トや対戦相手のプレーを「予測」し

たり、「状況判断」してプレーを選択

したりする際の心身で何が起きてい

るかを分析する研究もあります。試

合や練習における「集中力」を高める

方法などもこの分野の研究です。ソ

フトボールの投手に多い性格と、野

手に多い性格などのように、「性格」

の特徴の分析などもあります。また、

選手の視点だけでなく、指導者の視

点からの研究もあります。

　これらの研究成果を活用して、ス

ポーツ選手が抱えている心の問題の

解決をめざす（２）「臨床心理学」分
野の研究も大きな柱の１つです。選

手との対話を通して心理面の課題を

把握し、選手自身が克服しようとす

る力を引き出していく「カウンセリ

ング」や、選手がプレッシャーなど

の心の動きをコントロールできるよ

うに支援する「メンタルトレーニン

グ」などを実践的に研究していくこ

とで、選手の競技力向上や、試合に

おける実力発揮、豊かな競技生活の

実現に貢献しています。この分野の

専門家はスポーツチームや学校での

ニーズも高く、2000年には、日本ス

ポーツ心理学会が認定する「スポー

ツメンタルトレーニング指導士」と

いう資格が創設されました。

　スポーツ選手に限らず、人々が運

動を続ける上での心の問題を扱う

（３）「健康運動心理学」の研究もあ
ります。近年は健康寿命を延ばすた

めに定期的な運動をすることが推奨

されていますが、続かない人も少な

くありません。運動の継続のために

「動機付け」と中長期的な「目標設

定」をいかに図るか、といった研究

があります。

　このほか、幼児から大学生までを

対象に、体育やスポーツの教育を通

していかに心身の成長を図っていく

かを追究する（４）「教育心理学」と
融合した研究もあります。「非認知的

スキル」（注２）と競技力の関係を分析

する研究などがあります。中でも近

年は、「自己調整」や「自己決定」

に関する研究が注目されており、自

分の意志で目標やトレーニング内容

を決めることと、実力発揮や成果と

の関係を解明する研究が数多く行わ

れています。

プレッシャーを受けたときの
心身の変化を分析し
高いパフォーマンスを
発揮する方法を検討

　私は、プレッシャーの研究に長年

スポーツに関連する心の動きを分析し
より良い状態にしていく方法を模索
　大事な場面になると緊張して普段通りの実力が発揮できない──。こ
んな経験は誰にでもあるはずだ。スポーツの場合は、それが試合の勝敗
を分けることも多いため、多くのスポーツ選手にとって課題とされてい
る。また、主に精神的な原因で突然不調に陥ってしまう「イップス」も
問題となっている。スポーツ心理学では、こういったスポーツに関する
問題に対し、心の動きや身体のメカニズムを探り、解決方法を探究する。

スポーツ心理学 武庫川女子大学　健康・スポーツ科学部

（注1）パッティング：グリーン（ゴルフコースの最終部分）に乗ったボールをホールに入れるため、パターで打つプレーのこと。
（注2）非認知的スキル：社会情動的スキル、ソフトスキルとも呼ばれる。「目標の達成」「他者との協働」「情動の制御」といった、日常生活のあらゆる場面

に関わるスキルであり、認知的スキル（知識や思考を獲得したり、獲得した知識を活用したりする能力）と相互に影響して現れる。
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携わってきました。プレッシャーが

かかると、心身に大きな影響が出

て、実力を発揮できなくなることが

あります。その影響が極度に悪く出

る場合を「あがり」といいます。そ

の反面、プレッシャーがかかっても

良いプレーができる場合もありま

す。また、人によってプレッシャー

に強い、弱いがあります。そこで、

プレッシャー下で人の心身にどのよ

うな変化が起きるのか、それがどの

ようなメカニズムで起きるのかを明

らかにしようと考えました。

　最初は、ゴルフを対象に、プレッ

シャーがかかったときの「筋活動」

や「動作（フォーム）」などの変化

を調べました。プロゴルファーに実

験室でパッティングをしてもらうの

ですが、その際に、少額の賞金をか

け、初対面の人が５～６人いる前で

行うというプレッシャーを与えま

す。プロゴルファーはパッティング

の動作を何十万回も練習しています

し、大会にも出場するため、実験前

は多少「りきむ」（筋活動が変化す

る）ことはあっても、フォームが変

わることはないだろうと予測してい

ましたが、結果は逆で、ほとんどの

人は筋活動が変化しない一方、フォ

ームは普段よりも小さく、遅くなっ

ていました。一方、プロの大会で優

勝した人や、パッティングの成功率

が高い人は、筋活動もフォームもあ

まり変わりませんでした。

　この実験から、ゴルフのパッティ

ングで実力を発揮するためには、プ

レッシャー下でもフォームを保つこ

とが重要なことがわかります。それ

がわかると、例えば練習中に自分の

フォームをビデオで撮影し、プレッ

シャーがある時とない時でどの程度

変わっているのかを認識し、大会中

す。ただし、「的が小さく見える」時

の方がスコアの良い選手もおり、周

囲の環境を不利に捉えることで実力

を発揮できるようにしている選手も

いることが示唆されました。

　このほか、プレッシャー下での「体

のバランス」や「脳活動」を調べる

研究も行っています。今後はプレッ

シャーと「意思決定（攻めと守りの

心理）」に関する研究をしたいと考え

ています。プレッシャーの研究は世

界中で行われていますが、現在は、

プレッシャーを回避するのではな

く、プレッシャーの中でいかに高い

パフォーマンスを発揮するかを追究

する研究に主眼が置かれています。

対話を通じて悩みの
本質的な問題を見据え
最適な解決方法を
選手とともに考える

　研究と並行して、スポーツ選手の

メンタルサポートの活動にも取り組

んでいます。これまで、サッカー、

バスケットボール、ゴルフ、ライフ

ル射撃などさまざまな競技の選手や

チームに対して、個人相談や講習

会、練習や試合に帯同してのサポー

トなどを行ってきました。

　近年は個別相談を受ける機会が多

いのですが、スポーツ選手は何かし

に調整を図るとい

ったことができる

のです。

　競技によって、

プレッシャーが与

える影響は異なり

ます。例えばダー

ツでは、「的が小

さく見える」とい

うように、「視覚」

が変化するようで

らの悩みを抱えており、その背景は

多様です。例えば、選手本人はプレ

ーの不調を訴えていても、それがそ

の種目の技術的な問題ではなく、指

導者やチーム内での人間関係に原因

がある場合も少なくありません。選

手との対話を重ねながら、何が本質

的な問題なのかを冷静に見据えた上

で、最適な解決方法を選手と一緒に

慎重に考えていくことになります。

　選手個人で解決できない場合は、

指導者に相談したり、チームに働き

かけたりすることもあります。チー

ム対象の講習会では、例えば筋肉に

かかっている力を抜く方法や、緊張

をほぐす呼吸法、チームワークを強

化する方法など、そのチームの課題

に応じた内容で行っています。

　スポーツ心理学を学ぶメリットの

１つは、学んだことを自分の人生に

生かすことができる点です。プレッ

シャーがかかる場面や、集中力が求

められる場面、調子が悪くいつも通

りのパフォーマンスを発揮できない

時期は、スポーツだけでなく、勉強

や日常生活にもあります。スポーツ

を入り口にして、それらのメカニズ

ムや対処法を知ることで、人生全般

を豊かにできるのがスポーツ心理学

なのです。
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スポーツ科学や社会学が融合し
学際的な研究が行われる

　スポーツ社会学は、社会学の中で

も比較的新しい分野の一つです。社

会学では、「貧困」や「格差」とい

った社会問題の解決をめざす研究者

が多いことから、「娯楽」や「文化」

というイメージの強いスポーツは、

かつてはあまり研究対象とされてい

ませんでした。ところが、オリンピ

ックなどのスポーツイベントが巨大

化し、都市や地域、経済などにも大

きな影響を及ぼすようになったこと

などから、1980年代頃から注目が集

まっています。

　スポーツ社会学には幅広い研究テ

ーマがありますが、いずれもスポーツ

の世界で当たり前のこととして受け

止められている前提や、伝統などを

疑い、問い直していく点が特徴です。

　例えば、スポーツには「感動を生

み出すもの」「純粋なもの」「素晴ら

しいもの」というポジティブなイメ

ージがありますが、それらはどのよ

うに形成されたのでしょうか。高校

野球の選手が坊主頭にしていたり、

ヘッドスライディングをしたりする

と、「高校球児らしい」と言われるこ

とがありますが、それはなぜでしょ

うか。「健康は良いこと」とされてい

ますが、本当でしょうか。

　こうしたテーマについて、理論研

究、社会調査（フィールドワーク）

といった社会学の手法だけでなく、

人類学、哲学、経済学などの幅広い

知見を援用しながら、活発な研究活

動が行われています。研究者には、

スポーツ科学に属する人もいますし、

スポーツを専門としない社会学者で、

都市社会学や文化社会学など、幅広

い領域を出身とする人もおり、非常

に学際的です。

アマチュアリズムから
商業主義へ
オリンピックを
歴史社会学的に考える

　私はオリンピック（注１）について、

歴史社会学的なアプローチで研究を

しています。

　近代オリンピックを提唱したフラ

ンスのクーベルタン男爵は、大会の原

則として「平和主義」とともに「アマ

チュアリズム」を掲げました。「参

加することに意義がある」という言

葉に表れているように、勝敗ではな

く切磋琢磨するプロセスが大切であ

る、営利目的の大会とすべきではな

いという価値観の下、第１回（1896

年）のアテネ大会が開催されました。

　第２回大会以降も、アマチュアリ

ズムはオリンピックの基本的な価値

観として受け継がれていきましたが、

各国でプロスポーツが成熟していく

につれ、プロ選手が出場できないス

ポーツ大会としてのオリンピックの

魅力は薄れていきました。そこで、

1980年代頃からはプロ選手もオリ

ンピックに出場できるようになりま

した。

　また、アマチュアリズムの原則で

は、大会で利益を得ることができな

いため、運営資金の多くを開催都市

が賄うことになり、過大な財政負担

も問題視されるようになってきます。

そこで、1984年のロサンゼルス大

会からは、「商業主義」へと転換し、

テレビの放映権料やスポンサー収入

を得て大会を運営するようになりま

した。

　なお、アマチュアリズムはオリン

ピックに関する崇高な基本理念とし

て考えられてきましたが、近年は、

利害関係の中から生まれた理念であ

るという見方もあります。というの

も、クーベルタンは上流階級の出身

で、イギリスの名門中高一貫校であ

るパブリックスクールの生徒たちが

スポーツに取り組む姿を見て、近代

オリンピックの創設を考えました。

　しかし、当時のヨーロッパでは既

に労働者階級のプロスポーツ選手が

生まれており、同じ大会に出場する

と勝ち目がありません。そこで、ア

マチュアリズムを掲げたのだという

スポーツという営みを客観的に見つめ
社会との関係や社会への影響を考える
　社会学は、「都市」「家族」「文化」などの人間が生み出すさまざまな社会
現象のメカニズムを解明したり、「貧困」や「格差」といった社会問題の解
決をめざしたりする学問であり、スポーツ社会学とは、スポーツという人間
の営みを社会学の手法を用いて明らかにする学問である。スポーツを切り口
にすれば、現在の社会が抱えているさまざまな問題が見えてくる可能性がある。

スポーツ社会学 奈良女子大学　生活環境科学系スポーツ健康科学領域

（注1）この記事では、1896年以降の近代オリンピックを「オリンピック」と記載している。
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見方です。

　また、「商業主義」となることで

「オリンピックは黒字を生む大会」

と考える人が多い時期もありました

が、近年はこの点にも疑問が生まれ

ています。スポンサー収入等で大会

の運営費を賄うことができるように

なりましたが、開催に向けた都市開

発や、メダル獲得のための選手強化

といった間接経費に多額の費用がか

かることが問題となっています。そ

こで、オリンピックの経済効果を検

証するような研究も出てきています。

フィールドワークや歴史社会学
的な研究を組み合わせ
オリンピック・レガシーを
多面的に検証

　2020年の大会は延期となりまし

たが、これまで東京では、1940年の

「幻のオリンピック」、1964年の大

会と、２回のオリンピックが企画さ

れました。

　1940年の大会は、その前大会で

ある1936年のベルリン大会がナチ

スドイツのプロパガンダに利用され

たことから、国威発揚を目的とした

軍国主義的な大会というイメージを

持つ人もいるかもしれません。しか

し、実際には軍部も政府もオリンピ

ックにはほとんど関心がなく、招致

活動にも協力を得られず、メインス

タジアムの場所（世田谷区駒沢）が

決まったのも開催２年前という、大

混乱の大会でした。日中戦争の影響

から開催を返上（注２）することになる

のですが、選手の強化支援策や、開

催に向けた都市づくりなど、さまざ

まなレガシー＜資料＞が残されまし
た。

　1964年の東京大会は、敗戦から

会場となった軽井沢町で、カーリン

グを中心とした総合型地域スポーツ

クラブが発足したり、軽井沢町の隣

町である御代田町の住民が手作りの

カーリング場を作ったりするなど、

「ソフトレガシー」（無形の遺産）も

残しています。

　東京2020大会では、どのような

レガシーを残せるのでしょうか。も

ちろん、新国立競技場などのスポー

ツ施設は残ります。都市開発につい

ては、1964年大会の新幹線や高速

道路のようなものは難しいかもしれ

ませんが、2020年に向けて東京都内

の道路などは整備が進みましたし、

街のユニバーサルデザイン化も進み

ました。都心部の交通混雑の緩和な

どの社会実験も行われています。ま

た、開催費用は３兆円と言われてい

ますが、予算見直しにより2,000億

円程度を抑制しました。まだ開催前

ですが、これらはレガシーとして残

るはずです。

　オリンピックを研究していくと、

都市や政治、ナショナリズムといっ

た社会学が扱う多くのテーマに行き

当たります。2020年大会は延期とな

りましたが、招致に向けた議論や開

催への準備などを自国で見られたこ

とは得難い経験です。高校生の皆さ

んには、ぜひオリンピックやスポー

ツに関心を持ち、スポーツ社会学に

挑戦してもらいたいです。

の復興を世界にアピールする、国家

的なイベントと位置づけられ、積極

的に政治介入が行われました。スポ

ーツ振興法の策定、東海道新幹線や

首都高速道路の整備など、現在にも

つながるレガシーが残されています。

　1998年には長野で冬季オリンピ

ックが開催されました。私はこの大

会のレガシーについて、開催地での

フィールドワーク、歴史社会学的な

研究、財政に関する統計分析など、

多様な手法を用いて研究しました。

　この大会は、開催自治体の多額の

借金など、「負の遺産」が多く残され

たと言われています。実際に財政状

況を調べてみると、2017年時点でも

開催に関する借金が返済できず高止

まりしている自治体もありました。

夏はイベント会場、冬はスケートリ

ンクとして活用できる「エムウェー

ブ」など黒字化されている施設があ

る一方、用途の少ないボブスレー・

リュージュの競技場（2017年に休

止）に毎年２億円の維持費用が掛か

っていたことなども問題です。開催

前にはウィンタースポーツの人気が

高まり、長野県の観光客が増えるこ

とが期待されていましたが、実際に

は増えなかったこともわかりました。

　一方で、スポーツイベントの運営

などを支える「スポーツボランティ

ア」組織が根付き、現在も地域の発

展に貢献している例や、カーリング

（注2）東京が開催地を返上後、フィンランドのヘルシンキに変更。その後、第二次世界大戦の勃発により中止。

＜資料＞オリンピック・レガシー

　オリンピック憲章には、“To promote a positive legacy from the Olympic Games to the 
host cities, regions and countries”（オリンピック競技大会の有益な遺産を、開催国と開
催都市が引き継ぐよう奨励する）と記載されている。
　オリンピック・レガシーについては、“Olympic legacy booklet 2013”で以下のように
示されている。
(1)Sporting legacy ： Sporting venues / A boost to sport

（2) Social legacies ： A place in the world / Excellence, friendship and respect / 
Inclusion and cooperation

（3)Environmental legacies ： Urban revitalization / New energy sources
（4)Urban legacies ： A new look / On the move
(5)Economic legacies ： Increased economic activity

（JOCホームページ、Olympic legacy booklet 2013より作成）
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約８割が就職し、５％が大学院へ進学

　2017年度のスポーツ・健康系の卒業者を分母とした場

合の就職率は84%、大学院等進学率は５%、その他11%

である。

　さらに、就職者の内訳を見ると、「正規の職員、従業員

等」は86%、「正規の職員等でない者」は14%である。

学士課程全体ではそれぞれ96%、４%であり、スポーツ・

健康系では、正規の職員等でない者の割合が高くなって

いる。この理由として、スポーツ・健康系の進路に多く

見られる教員やフィットネスクラブ等で正規の職員等で

ない者の割合が高いことが影響していると考えられる（注）。

就職者の職業別割合
販売や事務従事者が約５割、教員が14％

　＜グラフ＞は、就職者を分母とした場合の職業別割合
である。割合の高い職業を見ると、販売従事者と事務従

事者で約５割を占めるのは学士課程全体と同様である。

次いで、教員14％（全体６％）、サービス職業従事者10

％（５％）、保安職業従事者９％（２％）、その他の専門的

職業従事者９％（５％）と続くが、これらの職業の割合が

学士課程全体と比べて高いことが、スポーツ・健康系の

特徴である。なお、保安職業従事者には自衛官、警察官、

消防員、警備員などが含まれる。その他の専門的職業従事

者には個人教師（スポーツインストラクター、スポーツク

ラブ指導員など）や職業スポーツ従事者（プロスポーツ選

手やプロスポーツチームのコーチなど）が含まれる。

　教員の割合が14％を占めることからわかるように、ス

ポーツ・健康系の学部・学科では、中学校・高等学校教

諭一種免許状（保健体育）や特別支援学校教諭一種免許

状の取得が可能な大学も多い。

　さらに、教員免許のほか、日本スポーツ協会や、日本

障がい者スポーツ協会などが公認する民間資格を取得で

きる場合もある。例えば、日本スポーツ協会公認の『ア

スレティックトレーナー』は、公認スポーツドクターお

よび公認コーチと協力し、競技者の健康管理、外傷・障

害予防、スポーツ外傷・障害の救急処置、リハビリテー

ション、トレーニングおよびコンディショニングなどを

行うことができる資格だ。本来、公認アスレティックト

レーナーの資格を取るためには、協会加盟団体からの推

薦などの受講要件を満たした上で、共通科目150時間・

専門科目600時間・現場実習180時間の学習を経て、さ

らに検定試験に合格する必要があるが、日本スポーツ協

会がカリキュラムを承認する大学で学ぶことで、それら

の一部または全てが免除される。

　そのほか、取得できる資格として、障がい者に対する

スポーツ指導や大会事業運営などに関する『障がい者ス

ポーツ指導員』や、生活習慣病の一次予防の場としての

運動プログラムの作成と指導を行うことができる『健康

運動指導士』の受験資格などがある。

　ただし、教員免許も民間資格も、大学により取得可能

な資格は異なるため、興味のある資格がある場合、取得

可能な大学を確認する必要があるだろう。

卒業後の進路

（注）例えば、2019年度「特定サービス産業動態統計調査」（経済産業省）によると、2019年度末の全国のフィットネスクラブ（室内プール、 トレーニングジ
ム、スタジオなどの運動施設を有し、会員に提供する事業所）の就業者のうち、指導員（インストラクター、トレーナー等）が36,844人、常用従業者

（事務職員等）が45,502人となっている。常用従業者を雇用形態別に見ると、正社員は19％、その他（パート、アルバイト等）81％となっている。

事務従事者
21%

教員
14%

サービス職業
従事者
10%

その他の専門的
職業従事者
9%

上記以外
6%

販売従事者
31%

保安職業
従事者
9%

　体育・スポーツに関する学問は、河合塾の分類でスポーツ・健康系、教員養成系、総合科学系の学部・学
科などで学ぶことができる。ここでは、スポーツ・健康系の学部・学科の学士課程卒業後の進路の特徴を、
朝日新聞社 × 河合塾「ひらく 日本の大学」2018年度調査の結果から見ていく。

（朝日新聞社×河合塾「ひらく 日本の大学」2018年度調査より）

＜グラフ＞就職者の職業別割合（2017年度卒業者）

スポーツ分野にとどまらない幅広い進路
教員免許のほか、さまざまな民間資格の取得も可能
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